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E 調査内容と方法

1. 調査場所 西津軽部深浦町風合瀬

2 調査期i笥 昭和 39年?月--40 年 2~

3. 調査項目

イ.掃除適期及び滑除方法

弟 1表に処恩方法，処理年月日を示したが， i帝時余効果は，イワノリの被害によって判定した。

ロ.イ '7ノリ着生量の経年変化

自然岩面及び造成面について枠刈( 1 71f)を行い着生量を比較した。

置 調査結来と考察

1. 掃徐適期

イワノリ着生状況は第 2-3表に被鷹によって示したが，本年度は対象i豆の着生状態からみて

滑徐効巣はあまりみられなかった。時期的には， 9 ~にほ除したものがよく， 1 O~;ま?月より

や』感<， 1 1月では甚しく悪かった。従って掃除は?月下伝作 10尽上旬に行うのが適当と考

えられる。

2. 帰徐方法 i 

掃除方法にはワイヤプラν，バーナー焼却，薬品処理等の方法が試みられているが，こ Lでは

前年度効果のあった苛性ソーダ及び備機を用い，更に塩素機Yーダを試みた所，前 2者の効果11

認められるが塩素駿ソーダは全く効果が認められなかった。本年度i帝徐効乗がとらなかった原因

としては，造成市iの汚れが少かったことがホげられる。

3. イワノリ着生量の経年変化と自然岩面と造成面の比較

第4表に収量調査結果を示した。 1月B臼の着生置は，自然宕i面で 9g.から 2 1 g.と少<，造

成南は 37 g.から 13 9 g.であった。

造成年度別の平均着生竜をみると， 3 7年度 58.9g.， 38年度 92.9g.， 39年度 12五 5g. 

で，造成後の年数経過に伴い着生電が低下していた。文自然岩面の着生量と比較すると， 37年

度造成面 3.5倍， 3 8年度 5.5倍， 3 9年度 7.3iきで，造成面の総平均では 4.8倍であった。

2月?日の調査では， 自然岩面の平均 59. 5 g.に対し，造成面は 37年度 2.1倍， 38年度 2.3 

倍， 3 9年度 2.5倍総平均で 2.3倍となっていた。本年度のノリ着生初期の状態をみると，雑

長のため水分の多い所，小石の周囲の凹凸の多い所，海水の流路，海水が浅く溜っている所とい

づれも水分の多い場所に生育している点と， 9局と 10 A'こ晴天で凪の日が続いたことが，含水

量の小さい自然岩煽のノリの生残率を低ドさせたものと考えられる。

4. 解禁日の収量

風合瀬地先では例手 12月一杯は自由に嫡採し， 1月から採取を禁じ，生長状況をみて解禁し
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ている。本年度はイワノリの着生が悪く t 2月?日午前 7時から解禁したが， 9時t頁から酒嵐が

吹き始めて，摘採時i司は 2時l司位であったc 出漁人員は 125名で， この中 12名について摘採

量を調査したところ湿重量で1.4 K9から 3.1 K9の範囲にあり，平均 2.3 3 K9で，この日造成面附

近(天然礁の着生が悪いため殆ど造成面とみて差支えないものと考えられる)から約 29 1 K9が

摘採されたものとみられる。なおこれまでの造成I面積は 148Gげである。

W 問 題 点

肉娘的に造成面に汚れが見えなくても，葉通乗類等が着生しているため.掃除することが望ましい

と云われているが，本年度の結果からみると汚れの少い所は掃除の必要のないように考えられむし

ろ掃除によって着生量が減少したと思われる所もみられた。僅か 1ヶ年の結果であるので，更に検

討を要するが，汚れの小さい造成面は掃除が不要となれば，経費，労力の無駄が省けることになる。

第 1 表 試験区薬品処理状況

幅て|処理方法
i コンクソート函

処理年月日 造成年度 備 考

イ-1 苛性ソーダ← 10%液 39. V寸7 。イ.ロ.ハの各試験区は 20cmX5ぽ婦の

イ-2 " 1u. 1 37 枠 4枠で構成した。

イ-3 " 風
11. 9 。A.. Bの各試験区は 20C1l/X10OC勿の

ロー 1 11 .- 39. 9. 17 枠 4枠で構成した。 I
ロー 2 " 10. 1 38 ¥@イ R ハ A_Bの各試験区の第4枠!

ロ-3 " 11. 9 は対照区とした。

ハー 1 " 5ヲ. 9. 17 

ム<=l ハ-2 " 10. 1 37 

ハ-3 " 11. 9 

A - 1 塩素酸ソーダ 15係液 39. 10. 12 

A-2 " 10% 11 37 

A-3 " 5% 11 

瀬

B-1 苛性ソーダ 10% 

B-2 塩素磯ソーダ 10 u1> 37 

備楼 10% 
主一一一
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第 2 表 試験区のイワノリ被度

処

組
39. 9. 17 

代
39. 10. 1守 代l

39. 1日.12 、f'1! t蚤

薬
度

39. I 40. 39. 140. 39. 140. 
に3 12.11 1 1. 8 12.11 I 1.8 12.11 I 1. 8 12.11 I 1. 8 
口口

苛
イー 1 40% ?口 イー 2 五日% 90 % 一 一場 -% イ-3 0% 5% 

'性 ロー 1 r 。ロ-2 T 。 一 ロ-3 C 。
ソ 1 0% 

ハー 1 30 95 ハ-2 20 90 ハ-3 。 20 

ダ
一 一 B-1 ?口 98 

侃酸 10% B-3 95 98 一
場 15% 一 A-j 1日日 95 

素

畿L 
10% B-2 40 85 A-2 90 I 95 

5% 一 A-3 ?口

イ-4 20 90 

対 ロ-4 r T 

照 i ハー 4 30 95 

区
A-4 85 95 

B-4 30 95 

第 5 表 造成面薬品処理区のイワノリ被度(試験区外)

(斡 れ 代
タi!.1

39. 9.17 39. 10. 12 39.11. 9 
士重 話聖

薬
度

39. I 40. 39. 140. 39. 140. 
o 12.11 I 1. 8 12.11 1 1. 8 12.11 1 1. 8 口口

苛
5'盛 75 % 95 % 4生 5 -'liも -% 8 。 U 

ソ

ダ 10 一 ※5 30 14 。 。

面者 5 70 95 13 日 。

酸
7 ?口 4 10日 ? 。 。

1口
1 0 T 95 

|事 110 一 ※2 50 11 T 
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第 4 表 イマノリ収這調査椅果

、ミ情ミE771¥1更繍採片 R I 4 O. 1. 8 
4 O. 2. 守

採 Jハ¥T¥湿重量 繍採時間 骨/明c.vn
i湿 重 量

消採時間 g. /nT九

場所 ( g.パ1I) ( g./III) 

牙 分 秒、
5.5 F 9 分 秒、 F 

自 然 草山玉 而 2 0.0 42.7 8 30 5.0 

9.5 1 1. 。 0.9 7 6.2 1 4. 。 5.4 

2 1. 2 6. 。 3.5 

流峻 5 〆処9tj毘17区日 59，0 1 2. 。 4.9 

37 
5 % 11 11 7 7.0 1 O. 。 7.7 

年

度
1 0偽 m11 3 7.3 1日. 日 3. i 

造

/Jx 10月12日
53.5 9. 5.9 

が 10%処理!送4 

。
面

1 22.6 1 6. 7.7 

未処理区 67.5 1 25.4 14. 9.口

5年8 
11 82.0 7. 11 1 1. 日 1 2.5 

度
1篭
成 11 1 0 3.7 8. 。
両

~-~ 翠 11 1 08.0 1 1. 。 9.8 1 82.9 1 3.9 
l't 
1、と5主と

目見 11 1 39.0 1 1. 3日 1 14.5 1 3 
面
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